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妄
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ス
停

｣
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放

列

pL･
ツ
コ

小
樽

か
ツ

コ
著

｢
聖

ト

ー
マ
ス
侍
｣

の
阪
本
と
手
書
本
の
吟
味

五

百

筑

頭

虞

治

郎

は
し
が
u
J-

望
ト
ー

マ
ス
の
生
活
殊
に
其
聖
者
的
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
-
'
多
少
と
も
近
代
的
先
入
観
に
影

響
さ
れ
た
頭
を
以
て
､
ト
ー
マ
ス
の
撃
間
を
検
討
す
る
rJ
と
は
'
適
正
在
る
光
荏
-
し
て
研
究
を
試
み
る
の
危
険
に
関

与
'
従
っ
て
其
結
果
は
pl
I

マ

ス
説
の
賓
鰻
を
歪
曲
す
る
rJ
と
は
な
る
や
す

い
｡
親
は
去
る
十
月
二
十
五
日
敏
行
の
神

戸
商
業
大
撃
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
に
於
て
､｢
碩
学
車
の
.聖
者
ト
!
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
｣
と
題
す
る

一
篇
を
掲

げ
'
ト
ー
マ
ス
の
撃
的
性
格
の
.研
究
に
は
､
特
に
彼
の
聖
者
的
生
活
を
認
識
す
る
の
必
要
怒
る
所
以
を
､
ダ

ラ

ー
プ

マ

ン

､
マ

リ

タ
ン
'
現
数
畠
の
回
助

Stu
diorum

D
ucei,IJ
等
望
嘉
準
伊)援
周
し
て
力
説
し
て
恕
い
た
｡
恩
ふ
ほ
･L
I

マ

ス
の
生
活
を
正
し
-
理
解
す
る
喪
め
に
は
､
先
づ
以
て
串
も
信
組
す
る
に
足
る
俸
詑
史
料
を
知
ら
ぬ
ば
夜
ら
沿
｡
蓋
し

後
代
の
人
々
は
屡
々
古
き
史
料
を
無
批
判
に
受
容
れ
､
或
は
之
に
不
純
在
る
巷
説
又
は
想
像
誼
を
加
味
し
た
か
ら
で
あ

TL
ツ

コ
著

｢
聖

ト

-
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ

ス
停
｣

の
批
州

一

(
七
七
五
)

四
七



第
五
十
九
各

節
大
洗

(
七
七
六
)

四
八

る
｡
此
意
味
に
於
で
私
は
古
き
基
本
的
侍
記
史
料
を
断
片
的
俸
託
史
料
と
絶
和
的
樽
記
史
料
の
二
者
に
分
ち
､
前
記
記

念
論
文
集
に
於
で
は
重
要
在
る
断
片
的
俸
詑
史
料
の
解
介
と
批
判
と
を
了

へ
た
｡

本
稿
は
組
都
的
俸
記
史
料
の
]
部
を

椙
介
批
判
す
る
rJ
と
を
目
的
と
す
る
｡

序

言

聖
ト
ー

マ
ス
の
飽
和
的
俸
認
史
料
車
重
要
在
る
も
の
は

(
一
)
グ

リ

エ
ル

モ
･
ダ
･
ト
ブ
コ
(G
ugtietm
o
d
a
T
o
cco)

の
聖
･L
I

マ
ス
俸

(
二
)
ベ
ル
ナ
ー

ル

･
ギ
ー
ド
ニ
(B
e
rnard
G
u
id
on
is)
の
望
･L
-

マ
ス
俸
及
び

(
≡
)
ビ

ュ
ー
･L

p
･
カ
ロ
(P
ietro
C
aio)
の
聖
ト
ー

マ
ス
俸
帥
ち
是
で
あ
る
｡
此
三
書
は
絶
和
的
椿
記
な
る
が
故
に
､
何
れ
も
･L
I

マ

ス
の
誕
生
よ
与
青
年
時
代
を
経
て
永
眠
に
至
る
ま
で
の
生
活
を
記
述
し
て
居
る
rJ
と
は
言
ふ
を
侯
力
覆

い
｡
尤
も
此
外

に
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
聖
ト
ー

マ
ス
詮
聖
調
書
中
に
牧
像
ru
れ
食
詰
琴
盲
中
rJ,t
ル

ト
P
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
の
墨
出
し
允

謹
言
が
絶
和
的
俸
記
史
料
の
形
態
を
傍

へ
て
屠
る
rJ
と
は
臨
隻
別
記
記
念
論
文
集

(
六

二
貢
参
讐

に
於
で
述
べ
喪
過
ち

で
あ
る
｡

級
で
苗
に
注
目
す
べ
き
は
､
右
の
PL
ヅ
コ
'
ギ
ー
ド
ニ
及
び
カ
ロ
の
三
停
託
作
家
の
ト
ー

マ

ス
鰭
が
､
各
々
固
有
の

見
解
を
持
し
又
は
晦
日
の
叙
述
を
覆
し
居
る
に
も
拘
ら
ず
'
多
-
の
瓢
に
於
て
賓
に
淫
刻
在
る
類
似
瓢
を
も
っ
て
居
る

こ
と
で
あ
る
｡
鼓
に
於
で
上
記
の
三
著
は
其
大
部
分
に
於
で
､
そ
の
何
れ
か
の

一
番
を
源
泉
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で



は
夜
か
ら
う
か
､
著
し
然
る
と
す
れ
ば
其
何
れ
が
源
泉
を
覆
し
充
か
､
或
は
ま
ね
上
記
三
俸
記
以
外
に
共
通
の
源
泉
が

あ
っ
た
の
で
は
在
か
ら
う
か
､
苦
し
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
p
其
共
通
の
源
泉
と
は
何
で
あ
る
か
等
の
疑
問
が
麗
ら
ざ
る

を
得
な
い
｡
私
は
比
等
の
鮎
に
踊
す
る
諸
説
の
紹
介
批
判
を
試
み
る
筈
で
は
あ
る
が
､
或
る
事
情
の
た
め
之
を
後
日
り

論
題
と
覆
し
'
本
篇
に
於
で
は
目
次
は
掲
げ
た
る
が
ご
と
き
ト
ツ
コ
著

｢
ト
ー

マ
ス
俸
｣
の
批
判
の
一
節
を
取
扱
っ

て

見
た
い
と
思
ふ
｡
私
が
此
等
目
次
事
項
に
就

き
比
較
的
詳
論
を
試
み
る
所
以
の
も
の
は
二

二
総
和
俸
記
聞
に
も
上
述
の

如
き
異
説
あ
る
外
'
何
れ
後
日
明
白
と
在
る
如
-
'
J･
ツ
コ
の
筆
に
な
る
俸
託
が
､
多
少
の
誤
謬
を
犯
し
在
が
ら
ち
､

侍
は
飽
g
l
一
っ
の
絶
和
的
俸
記
の
主
要
在
る
沫
泉
を
な
す
極
め
て
大
切
を
史
料
在
る
が
故
で
あ
る
｡

第

二
卑

下
ッ
コ
の
小
鰭

凡
を
或
る
俸
記
を
正
し
-
許
債
す
る
食
め
ほ
ほ
う
其
俸
記
作
家
が
公
串
覆
る
作
家
た
る
に
必
要
在
る
要
件
を
ど
の
程

度
ま
で
傍

へ
て
屠
Ll
か
を
知
る
FJ
と
が
蒐
翼
に
肝
要
で
あ
る
｡
そ
の
喪
め
に
は
其
俸
詑
作
家
転
身
の
俸
託
を

知

る

rJ

と
が
ま
た
必
要
と
在
っ
て
凍
る
｡
殊
は
後
日
ト
ッ
コ
の
望
･L･
-
マ
ス
鰭
を
書
き
上
げ
夜
時
日
に
閥
す
る
論
率
を
批
判
す

る
場
各
に
も
'
ま
L1
三
線
和
俸
誼
の
依
存
性
及

び
源

泉
を
論
じ
p
lr艶
に

山
敬
的
ほ
鰭
託
の
内
部
批
判
を
す
る
際
に
も
､

ト
ッ
コ
の
略
歴
を
輿
ふ
限
う
年
代
的
は
明
確
に
印
象
し
て
置
-
FJ
と
が
有
益
で
あ
る
｡
然
る
に
車
散
に
於
て
は
､
記
念

論
文
集
中
の
拙
稿
に
於
で
述
べ
主
る
如
-
､
俸
記
作
家
も
世
人
も

C
h
ro
n

o
iog
ie

の
セ
ン
ス
を
持
た
ず
へ
ま
㌍
聖
人
以

ト

ツ

コ
著

｢
資

ト

ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ

ナ
ス

俸

_.
の
批
判

(
七
七
七
)

四
九



第
五
十
九
を

第
六
戟

(
七
七
八
)

五

〇

外
の
人
の
俸
託
を
書
か
ず
'
之
を
書
-
場
合
に
79
其
中
心
人
物
の
聖
者
た
る
こ
と
か
J護
す
る
瓢
に
カ
鮎
を
置
き
'
其
他

の
革
質
は
附
随
的
に
取
故
は
れ
居
る
に
過
ぎ
ず
'
従
っ
て
･L
ツ
n
の
如
き
人
物
の
俸
託
を
知
る
こ
と
は
誠
に
困
難
意
力

と
云
は
ね
ば
な
ら
の
｡
故
に
瑞
西
フ
リ
ー
ブ

ル
グ
大
準

教

授

ブ

ザ
.
ユ
ー

マ
-
(P
riim
m
er)は
､
自
ら
編
纂
し
た
あ
の
ト
ッ

･n
著

｢
聖
J･
-

マ

ス
俸
｣(
V
ita
S
.
T
h
om
ae,A
u
c
t
ore
G
u
ilielm
o
d
e
T
occo)
の

Prolog
us
に
急
い
て
も
｢
･L
ツ
n
の

生
活
と
尊
慮
に
つ
い
て
は
'
唯
だ
僅
よ
-
俸
は
っ
て
居
を
5,｡
其
誕
生
日
と
命
日
さ
へ
知
ら
れ
て
居
を

い
｣

(Perpauca

a
d
n
o
s

p
erv
en
eru
n
t
de
vi
ta
ge
S

tique
Gu
ili
elm
o
d
e
T
O
CCO)
Cujus
d
ie
m

et
n
a叶iv
ita
t
is
et
m
ortis
ig
n
o
ram
us)

と
云
っ
て
屠
る
｡

其
後
タ
ウ
リ

サ
ー

ノ
が
此
方
面
に
つ
き
鎗
程
努
力
し
た
が
ま
だ
簡
単
で
不
完
全
を
も
の
で
あ
る
'
他

の
聾
者
た
ち
は
他
の
問
題
を
取
扱
ふ
ほ
際
し
､
た
ま
喪
呈
.,ln
及
し

て屠
る
程
度
に
過
ぎ
を
い
｡
故
に
私
は
タ
ウ
リ
サ
ー

ノ
の
研
究
以
外
に
､
rL
ツ

コ
著
の
望
pL
I

マ
ス
俸
'
ナ
ポ
リ

詮
聾
調
書
'

マ
ン
ド
ヌ
ネ
'
ジ
ャ
ン
ス
ォ
ン
'
ス
カ
ン
ド

-
ネ
'
ベ
ル

ス
タ
ー
等
の
た
ま
充
や
言

ツ
コ
に
言
及
せ
る
部
分
よ
み
'
断
片
を
拾
払
集
め
て
凍
て
ri
ツ
コ
の
小
樽
を
組

立
て
る
TJ
と
に
努
め
て
見
た
｡
寛
は
各
事
賓
に
就
で
も
聾
者
に
よ
っ
て
意
見
を
異
に
す
る
場
各
あ
る
が
故
に
､
経
歴
上

の
事
項
を
党
づ
掲
げ
'
そ
れ
に
関
す
る
各
学
者
の
詮
を
表
に
し
て
出
す
考
で
あ
っ
た
が
'
紙
幅
の
都
各
に
ょ
ら
こ
れ
を

割
愛
L
t
異
論
多
き
年
齢
の
瓢
は
瑞
立
に
取
扱
以
､
次
に
年
代
順
の
経
歴
表
を
掲
げ
る
乙
と
ゝ
し
た
｡
誠
に
不
充
分
を

も
の
で
は
あ
る
が
'
後
の
研
究
者
の
た
め
多
少
参
考
と
も
を
ら
ば
望
外
の
尊
で
あ
る
｡

l



鼓
に
云
ふ
グ
リ
エ

ル

を
･
ダ

･
ト
ッ
n
(G
u
g
iieh
o
d
a
T
o
cco)
羅
旬
名
ダ
イ
レ
ル

ム
ス
二
ア
･
･1
ツ
コ
(
G
u
illeim
us

d

e

T
occo)
は
イ
タ
リ
ア
の
べ
ネ
ゲ
ェ

/
･1
よ
-
約
十
二
粁
の
朗
に
あ
る
ト
ッ
コ
出
身
の
人
で
p
ア
ク
ィ
-

ノ
の
ト
ム
ヤ

ー
ゾ
'
ア
シ
ー
ジ

の

フ
ラ

ン
チ

ェ
ス

コ

'
シ
エ
ナ
の
カ
ク
リ
ー
ナ
等
と
出
身
地
で
呼
ば
れ

て屠
る
如
-
'
グ
リ
エ
ル
を

(英
語
の
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ほ
常
る
)
も
其
出
生
地
に
よ
っ
で
呼
ば
れ
て
居
た
の
で
あ
る
｡

か
在
-
有
力
を
撃
老
中
に
も
､

ダ
リ
よ

ル

毛
を
以

て貴
族
の
出
を
ち
と
を
す
者
が
あ
る
が
(註
こ
p
之
は
タ
ラ
リ
サ
～

ノ
も
云
ふ
如
-
'
カ
プ
ア
ー

ナ
の

嚢
族
た
る
ト
ッ
コ
と
混
同
し
た
謬
説
と
恩
は
れ
る
(些
一)
0

(
註

一
)

c
f
.

P
rii
m
m
er,
prolog
u
s
p
,
･5
7

(N

it

a
S,T
hom
ae

A
ciuin
a
tisV
au
c
t
o
r
e

G
u
≡
e
l
m
o
d
e
T
o
c
c
o
)

(註
二
)

T
a
u
r
isa
n
o
,"
D
isce
p
o
li
e
b
io
g
r
a抄
d

iS
･
T
o

m
m
aso"S
･
T
c

m
m
aso
d
<A

qu
in
o,m
i
scell
an
e
a
S
t
o
r
ic?
a
r
t
is
t
i
ca
t9
5
4
.

p.1畠
.

ニ

ト
ッ
コ
の
出
生
及
び
死
亡
の
年
は
p

い
づ
れ
Jも
共
に

い
ま
だ
明
確
に
は
在
っ
て
屠
な

い
｡
ク
ウ
ウ
ノサ
ー

ノ
ほ
従

へ
ば

ト
ッ
コ
は

一
二
三
五
年
乃
至

一
二
四
〇
年
の
間
に
産
れ
た
註

こ
｡
彼
は
特
に
日
課
の
麗
接
を
明
に
し
て
居
な

い
よ
う
で

あ
る
が
'
私
は
以
下
述
ぶ
る
如
き
諸
瓢
よ
う
見
て
､
彼
の
推
定
が
太
倦
常
を
碍
禿
る
も
の
と
恩
ふ
｡
ナ
ポ
リ
は
於
け
る

詮
聖
調
査
の
際

二

三

一
九
年
八
月
四
日
)
ト

ッ

コ
み
ず
か
ら
の
.提
潰
し
お
琴
富
に
よ
れ
ば
､
彼
は
聖
ト
ー

マ

ス
が
晩

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

年
ナ
ポ
リ

に
於
て
講
義
し
説
教
し

て
居

尭

常
時

(
7
二
七
二
年
十
月
～

一
二
七
三
年
末
)
其
語
数
講
義
を
開

い
ね

ヽ
ヽ

(
A
u
d
ivi
t

eu
m

p
raed
ican
tem

et
leg
en
tem
)
と
陳
述
し
(託
二
)p
特
に
J･
-

マ

ス
の
撃
生
で
あ
つ
ね
と
は
云
っ
て
居
を

ト
ツ

コ
著

｢
聖

ト

ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ

ス
俸
｣

の
批
判

(
七
七
九
)

五

山



第
五
十
九
巻

第
六
耽

(
七
八

〇
)

五

こ

い
｡
然
る
絃
ト
ッ
コ
が
潜
在
じ
琴
言
の
中
に
於

で､
ト
ー

マ

ス
の
断
片
的
俸
記
史
料
を
後
日
に
遺
し
た
pL
ル

チ

ェ
ッ
ロ

ヽ
ヽ

の
司
教
･1
ロ
メ
オ
･
ダ
･
γ

ッ
カ
に
就

{語
る
暗
に
は
特
に
J･
ロ
メ
オ
が
･i
-

マ
ス
修
道
士
の
畢
生
だ
っ
た

(Q
ui
fuit

studens
F
r.
T
hom
ae)と
云
ふ
言
葉
を
用
S
で
屠
る
〔寧
こ
｡
常
時
の
風
習
に
ょ
れ
ば
､重
立
っ
た
先
生

(1ector
p
rin
c
ip

alis)
が
講
義
む
し
説
教
を
す
る
時
に
は
'
畢
生
は
勿
論
の
rJ
と
'
手
の
あ

い
て
居
る
他
の
数
官
も
ま
た

1
般
修
道
者
も

悉
-
皆
講
義
又
は
説
教
の
席
に
列
し
､72
も
の
で
あ
る
(註
et)｡
こ
れ
か
ら
見
て
も
ト
ブ

コ
は
そ
の
常
時
欧
に
畢
生
鐘
活
を

路
へ
て
し
ま
っ
て
居
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
も
し
ク
ク
リ
サ
ー

ノ
の
云
ふ
如
-
'
ト
ッ
コ
が

二

三

五
年
乃
至

.1
二

四
〇
年
に
生
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
'
-
ツ
n
が
ナ
ポ
リ

で
望
ト
ー

マ
ス
の
講
麓
に
列
し
た

〓

1七
二
年
乃
至
七
三
年
頃

は
'
数
字
計
算
上
欧
米
流
に
数

へ
て
(以
下
同
じ
)
､
三
十
二
三
歳
か
ら
三
十
七
八
歳
頃
と
夜
-
'
上
述
の
推
定
と
符
合

す
る
こ
と
と
覆
る
｡
ま
た

マ
ン
ド
ヌ
ネ
が
乙
の
rJ
ろ
の
ト
ブ

コ
の
年
齢
聖

一十
歳
を
少
し
越
え
粂
rJ
ろ
と
推
定
し
L
i
の

と
も
合
致
す
る
(託
五
)｡
殊
に
タ
ク
リ

サ
ー

ノ
の
推
定
し
､た
す
ッ
n
の
生
年
､｢
一
二
三
五
年
乃
至

1
二
四
〇
年
｣
を

7
二

四
〇
年
に
近
づ
け
る
ほ
ど

マ
ン
ド
ヌ
ネ
の
推
定
語
と
接
近
す
る
｡

変
に

1
三

一
九
年
八
月
四
日
に
､
･L
ツ
コ
自
身
が
'
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
望
ト
ー

マ

ス
詮
望
調
査
は
墨
出
し
だ
琴
盲
に

は
A
n

tiquus
rel
i
g
i
o

sus
(老
修
道
士
)
-
･･･-
あ

る
グ
イ
ソ

ル

ム
ス
･
デ

･
･L
ツ
コ
の
謹
言
と
返
し
て
調
書
が
保
有

さ
れ

て居
る
(堅
ハ)
｡

こ
れ
か
ら
見
て
7g
常
時
老
人
で
あ
っ
た
乙
と
は
確
寛
で
あ
ら
へ
夏
に
彼
の
pL
I

マ
ス
膝
の
中
に
於

で
自
ら
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
､
彼
が
帯
皮
ア
ヴ
ィ
こ
オ
ン
の
法
皇
魔
に
行
つ
カ
時

(
マ
ン
ド
ヌ
ネ
前
掲
論
文
二
四
貫
に
よ
れ
ば
'



ナ
ポ
リ
窪
聖
調
査
の
翌
年
軸
ち
三

二
〇
年
)
そ
の
敵
旗
の
途
中
'
堂
ト
ー

マ
ス
の
俺
達
の
9q
蔭
で
､紳
よ
う
種
々
の
恵
を
受
け
ね

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

TJ
と
を
語
る
章
の
後
牛
に
於
で
'
自
分
の
如

き
何
の
と
ら
え
を

き
senex
(老
人
)

に
も
生
気
が
輿

へ
ら
れ
'
幾
多
の

苦
痛
や
此
度
の
麓
の
疲
鼻
に
封
し
て
も
之
に
堪
え
得
る
カ
が
輿

へ
ら
れ
た
こ
と
を
謝
し
､
藍
に
日
々
物
質
的
の
こ
と
に

就
で
も
斯
-
絶
え
ざ
る
加
護
を
賜
る
の
で
あ
る
か
ら
､
精
銅
上
の
こ
と
に
就
で
は
荷

さ
ら
大
在
る
加
護
を
賜
る
こ
と
と

侶
ぜ
ざ
る
を
得
を

い
と
附
言
し
て
居
る
(註
七
)
0

こ
れ
に
よ
っ
て
観
て
も
､

一
三
二
〇
年
の
第
二
回
ア
ヴ
ィ
エ
オ
ン
旅
行
常
時
は
普
通
を
ら
ば
題
に
鎗
程
渡
歩
を
威
ず

る
老
齢
で
あ
っ
た
rJ
と
は
明
瞭
で
あ
ら
う
｡
今

ト
ッ

コ
の
生
年
を
上
述
の
如
-

一
二
三
五
年
乃
至

二

一四

〇
年
と
し
て

計
算
す
れ
ば
'
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
詮
望
調
査
～FJ>
於
て

｢
老
修
道
士
｣
ダ

･
･L･ツ

コ
が
琴
言
を
豊
出
し
た

二
三

九
年
八

月
四
日
頃
は
其
齢
七
十
九
才
乃
至
八
十
四
才
､
ア
ブ
ィ
ニ
オ
ン
へ
の
第
二
回
麓
行
に
出
夜
頃
は
八
十
才
乃
写
八
十
五
才

と
在

る
､
上
記
の
サ
ツ

コ
の
老
齢
に
関
す
る
記
述
と
矛
盾
L
を

い
｡

の
み
在
ら
ず

一
三
二

l
年
十

一
月
十
日
よ
卓
二
十
六
日
ま
で
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ヴ
ア
ほ
於

て行
は
れ
カ
第
二
回
誼
望
調

査
の
後
､
そ
の
調
書
が

ア
ゲ
ィ

こ
オ
ン
の
.法
皇
厳
に
届
け
ら
れ
る
と
も
に
'
あ
の
献
身
的
を
熱
意
を
持
っ
て
ゐ
㌍
ト
ッ

コ

が

ア
ブ
イ

ニ
オ
ン
に
向
は
在
か
っ
だ
革
質
､
及
び
詮
聖
儀
式
に
関
し

ても
､
L
L
ツ

コ
の
代
う

に
俗
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
t㌻

ダ

･
ナ
ポ
リ
と
呼
ば
れ
て
居
た
前

｡'t
y
大
学
紳
撃
教
官
.,,W

ヴ
ア

ン
こ
･
ダ

D
レ
デ
ー

ナ
が
任
命
さ
れ
た
rJ
と

(此
人
も

･1
-
マ
ス
の
認
堂
式
常
時
病
気
の
た
め
ト
ー

マ

ス
盛
徳
の
演
説
を
す
る
こ
と
が
出
水
な
か
っ
た
の
で
､
船
端
ド
ミ
ニ
コ
脅
修
道
士
の
ピ
エ
ー
ル
｡
カ
ン
テ
イ
泣

ト
ツ
コ
著
｢整
ト
ー

マ

ス

･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

(
七
八

二

車

こ



第
五
十
九
笹

第
六
貌

(
七
八

二
)

五

四

が
共
役
を
勤

め
た
)
､

史
に
ま
た
ト
ッ
コ
熱
望
の
的
で
あ
っ
た
ト
ー

マ
ス
列
聖
が
賛
現
し
､
其
式
典
の
行
は
る
る
常
時
の
託

銀
に
就
宇
ゆ

でも
香
と
し
て
･L
ツ
n
の
.滑
息
を
敬

い
で
屠
る
rJ
と
を
ど
(註
八
)､
此
等
の
事
賓
を
綜
合
し
て
考

へ
て
み
る

と
､
ト
ッ
コ
は
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ヴ
ア
の
第
二
回
読
聖
調
査
以
後
､
老
齢
或
は
病
気
の
た
め
旅
行
が
困
難
で
あ
っ
た
か
､

或
は
轟
に
ょ
れ
ば
既
に
他
界
し
て
屠

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
｡
尤
も
彼
が
既
に
他
界
し
て
屠
ね
か
否
か
に
放
て
は
･L
ツ

コ
の
聖
･L
I

マ

ス
俸
第
E
I十
九
章

(P
liin
m
er
の
編
纂
し
た
も
の
に
よ
る
)
の
末
尾
の
句
を
如
何
に
解
す
る
か
ほ
よ
り

耳
も
聾
者
の
見
解
は
二
つ
に
分
れ
て
屠
る
｡
然
し
今
は
そ
れ
に
触
れ
を

い
｡

(
証
こ

T
a
u
r
is
an
.O.
op.c
it
.
p
.
1
4
8
･

(
誌

二
)

P
r
o
c
e
s
.,

N
o.
SS･

(
註

三
)

P
roces
.,
N
o.
60.拙
稿

｢
疏
車

中
の
聖
者
ト
ー

マ
ス
◎
ア
ク
イ
ナ
ス
｣
紳

戸

商大
創
立
二
十
周
年
記
念
論
文
集

1
七
〇
貫
参
照
.

(証
四
)

M
a
ndo
n
n
e
t)
C
a
n
on
is
a
t
io
n
p
.
9
1･･)
T
a
u
r
is
lnO,O
p
lCit･p
11念
,

(
註
五
)

M
a
n
d
o
n
n

et.ibid･

(
註

六
)

P

]･oc
e
s
.
.
N
o,(58
･

(
註
七
)

O
d
ifEu
s
a
s
a
n
c
ti
p
ietas
,
e
t

u
squ
e
a
d

in
d
ig
n
u

m
qu
a
s
i

nu
ll
iu
s

m
erit
i
d
is
c
ip
u
lu
m

b
e
n
ig
n
it
a
s
in
c
ti
n
ata
D
octoris,
qu
i

s
en
em
in
vi.t
a
su
st
i
nn
ite
t
in
t
e
r
a
fn
icti
on
e
s
in
n
u
m

eras]a
p
su
m
,
in
t
a
n
t
is
la
b

o14i
bu
site
r
a
ti
itin
e
r
ls
s
u
stenavit,･dtS
P

er
em
u
S

i
p
su
m
s
u
is
d
e
v
ot
is
in
s
p
ir
itu
a
Tib

u
s
am
p
li
ora
ju

vam
e
n
tat
rib
ue
r
e
)
qu
ost
em
p
c,Tatibu
s
qu
otid
;.e
n

on
des
in
it
a
dju
v
a
r
e
(
V
it
a

S
.T
h

om
asA
qu
in
a
t
is
,
a
n
c
to
r
e
G
u
il
le
lm
o
d
e
T

occo,cur
is
e
t

tab
oro
V
,
P
rL.1m
m
er
C
.
X

X
V
III
p
,山0
2)

(
誌
八

)

M
a
n
donne
t.

op
.
c
it
.
p
･
3
4

･こ
a
n
s
s
e
n
s.
L
e
s
p

remi
e
r
s
h
i
stor
ie
n
s
d
e
ta
v
ie

de
S
.
T
h

om
as
(R
evu
e
N
eo･sco
l
a

stiqu
e
p

.Mtt

ト
B
LJq)

三



私
は
以
上
述
べ
禿
る
と
こ
ろ
､
及
び
記
念
論
文
集
の
詮
聖
調
書
の
項
ほ
於
て
･L
ツ
コ
に
細
れ
た
る
所
を
参
酌
し
'
更

に
若
干
の
新
し
さ
事
賓
を
加

へ
て
嘉
に
も
ッ
コ
の
年
代
順
的
経
歴
表
を
作
･Jl
t
以
て
後
論
に
際
し
て
参
照
の
用
に
供
し

宛

い
i
j恩
ふ
｡
尤
も
後
に
詳
論
す
る
部
分
は
こ
れ
を
略
述
し
或
は
省
略
し
允
｡

ト
ッ
n
の
経
歴
衷

一
二
三
五
年

(或
は

一
二
三
五

-
一
二
四
〇
年
)
出
産
｡

1
二
七
二
-

一
二
七
四
年
､
ナ
ポ
リ
で
ト
ー

マ
ス
と
居
を
同
ふ
し
'
ま
た
ト
ー

マ
ス
の
語
数
講
義
等
を
聞

い
た
｡
侍

は
常
時
･1
-

マ
ス
を
よ
-
知
っ
て
居
た

レ
デ
ナ
ル
ド

･
ダ

･
ピ
ベ
ル
ノ

(
R

e
g
i
n

aldo
d
a

P
ip
e
r
n
o
)

ト
ロ
メ

オ

･
ダ

･
ル

ッ
カ

(T
olo
m
eo
da
Lu
c
c
a
)

ピ
エ
･L
ロ
｡
ダ
･
サ
ン
･
フ
ェ
リ
ー

チ
ェ
(
P

i
e
t
r

o
d
a

S
.F
e
l
ic
e
)

ジ
ョ
ブ
ン
ラ

ダ
･
カ
AT
ア
ッ
ツ
ォ

(G
io
vann
i
d
a
C
aiaz
N
O
)

及
び
バ
ル

ト
ロ
メ
オ
･
ダ
･
カ
プ
ア
(B
artolo
m
eo

da
C
ap
u
a)
等
と
も
知
遇
を
待
､
彼
等
よ
ら
LrL
-

マ
ス
に
関
す
る
話
を
闘

い
L
i｡
ト
ッ
コ
が
J･
～

マ
ス
み
ず

か
ら
D
e

g
e
n
erati
on
e
et
corrup
tion
e

の
註
樺
を
書

い
て
屠
上
の
を
見
允
の
79
常
時
の
rJ
と
で
あ
っ
た
｡

(ナ
ポ
ッ

に
於
け
る
ダ
.
ト
ツ
コ
自
身
の
撃
｡
P
l.O
Ce
S･､
N
o･
･5Sよ
-)･
及
び
T
au
risano,
op･
ci叶･
p
･
149
参
照
)
此
頃
よ
る
7
二

八
八
年
ま
で
の
t
ッ

コ
の
動
静
に
放
て
は
何
等
艶
料
な
し
｡

7
二
八
八
年
'
rJ
の
年
に
は
ル
ッ
カ
の
地
方
合
議
に
於
で
･L
ツ
コ
は

p
redicatore
g

eneraie
の
肩
藩
を
以
て
呼
ば
れ
て

居
る
｡
乙
の
肩
書
は
特
に
有
能
著
名
な
説
教
師
に
輿

へ
ら
れ
､
些
屑
書
を
有
す
る
者
に
封
し
て
は
聖
職
者
も

J･
ツ
コ
習
｢
繋
ト
ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

(
七
八
三

五

五



第
五
十
九
奄

第
六
戟

(
七
八
四
)

五
六

大
衆
も
大
に
尊
敬
を
掬
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
是
に
よ
っ

て見
て
も
､
ト
ッ
コ
が
雄
欝
を
'
ま
潅
智
徳
粂
備
の

人
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
に
難
-
覆

い

(cf.
T
au
risano
.

o
p
.
°
it.
p.
1
4
9

1)

1
二
九

7
年
､
ベ
ネ
ゲ

エ

ン
･L
の
.,I,･
-

三

食
修
道
院
長
(
c
f
.

Proc
e
s
"

n
.
5
8

;
T

a
u
r
i
s
a
n
o
.
ib
id
.)

一
三
〇
〇
年
､
ナ
ポ
リ
簡
金
標
の

in
q
u
isito
r
と
云
ふ
重
職
を
命
ぜ
ら
る
｡
然
る
に
そ
の
年
J･
ツ
コ
は
そ
の

1
尾
登
鰭

と
共
に
国
王
カ
ル
ヱ

雇

よ
ら
追
放
を
命
ぜ
ら
れ
て
居
る
｡
タ

ウ

リ

サ

ー

ノ
の
推
測
に
よ
れ
ば
､
或
は
カ
ル

p
王
が
rJ
の
,l
ツ
コ
の
公
職
を
利
用
し
て
政
治
的
復
讐
の
道
具
と
夜
さ
ん
と
し
允
る
に
封
し
'
ト
ッ
n
が
こ

れ
を
肯
じ
在
か
っ
だ
の
か
も
知
れ
な

い
.
然
し
確
賓
を
詑
銀
は
未
だ
春
し
な

い
｡
尤
も

一
三
〇
1
年
四
月
十

二
日
に
は
英

一
屠
と
共
に
鋸
図
を
許
さ
れ
て
屠
る
｡

そ
れ
は
或
は
ド
ミ
ニ
コ
倉
の
地
方
長
､

1ogoteta､
並
に

教
皇
が
'
･L
ツ

コ
の
Ll
め
に
益
カ
し
ね
結
果
で
は
夜
か
ら
う
か
'
ク

ラ

ブ

サ

ー

ノ
は
斯
-
推
測
す
る
｡
然
し

ナ
ボ
ブ
の
朝
廷
に
も
法
皇
廃
に
も
'
ま
溌
ド
ミ
tl
n
合
に
も
何
等
此
間
題
に
閑
す
る
確
を
詑
銀
が
在

い
(
c
f
.

Taurisano
op
.
cit.150I
L61)｡
い
づ
れ
ほ
し
で
も
蹄
団
を
許
n
れ
尭
後
の
ト
ッ
コ
は
も
は
や

in
q
isitor
ゅ

肩
書
で
呼
ば
れ
ず
､
軍
に

d
evotus
(篤
伝
者
)
ト
ッ
コ
と
呼
ば
れ
て
居
る
｡

一
三
〇
二
年
'
恩
ふ
に
ト
ッ
コ
は
多
分
此
年
に
バ
ル

ト
P
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
か
ら
･i
I

マ
ス
の
聖
者
た
る
rJ
と
を
詮

す
る
有
力
家
事
寛
を
聞
い
た
も
の
と
思
ふ
(禦
榊
｢疏
畢
中
の
整
者
ト
ー

言

.
ア
ク
ィ
ナ
ス
｣
記
念
論
文
集
一
七
入
貢
参
照
)
0

私
が
そ
れ
を

1
三
〇
三
年
に
行
は
れ
充
と
推
定
し
カ
の
は
次
の
理
由
に
基
-
｡
Q,,
ル
ト
P
メ
オ
が
ナ
ポ
リ
は



於
け
る
詮
堂
調
査
に
量
出
し
た
琴
言
車
に
は
大
要
次
の
如
き
部
分
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡

｢
聖
ト
ー

マ
ス
の
最
も
親
密
を
弟
子
で
あ
-
伴
侶
で
あ
?
乃
レ
デ
テ
ル
ド
ー

ダ

･
ピ

ベ

ル

ノ
が
､
臨
終
に
際

L
t
生
前
他
人
に
漏
さ
在
か
つ
ね
･L
I

マ
ス
の
聖
者
挺
る
こ
と
を
詮
す
る
有
力
夜
番
賓
を
彼
の
聴
罪
司
祭
で

あ
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ア
/
こ
ニ
ブ

ル

･
ジ
ユ
圭
7
ィ
チ
ェ
に
打
ち
あ
け
於
｡
デ
ル

･
ジ
ュ
ー
デ

ィ
チ
ェ

は
そ
れ
を

常
時
ア
ナ
-

こ

の
修
道
院
に
招
か
れ
て
居
鬼
パ
ル
･L
ロ
メ
オ
転
身

に
告

げ

た
｡
そ
こ
で
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

出
家
得
る
阻
み
連
に
､
そ
れ
を
党
づ
第

1
に
ト
ッ
コ
に
知
ら
せ
'
そ
れ
か
ら
他
の
修
道
者
に
も
告
げ
t
の
ち

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ほ
は
常
時

ロ
ー
マ
に
屠
ら
れ
た
教
皇
ぺ
ネ
デ
ィ
ク
テ
ゥ
ス
の
も
耳
に
も
入
れ
た
｡
｣
(P
r.cesJ
n
･
79傍
鮎

-
筆
者
)
｡

然
る
は
教
皇

べ
ネ
デ
ィ
ク
テ
ゥ
ス
十

一
位
は
p
戸
塚
文
卿
師
の
研
究
に
ょ
れ
ば
､

一
三
〇
三
年
王
ら
翌

一
三

〇
四
年
ま
で
教
皇
に
在
位
さ
れ
た
ブ

ー

ビ
ー
璽

有
戸
嫁
課
カ
ト
タ

ッ
ク
思
想
史
巻
末
相
銀
年
表
参
警

笛
で
あ
る
か
ら
t
A/

,,

ル
JL
ワ
メ
オ
が
右
の
話
を
数
皇
べ
ネ
デ
ィ
ク
ブ
ゥ
ス
十

1
散
の
耳
に
入
れ
た
の
は
遅
-
も

二
二
〇
四
年
で
あ

る
'
且
っ
ト
ッ
コ
に
樽

へ
た
の
は
そ
れ
よ
-
.も
前
の
一
番
初
め
の
頃
で
あ
る
か
ら
'
恐
ら
-

一
三
〇
三
年
と

思
は
れ
る
｡
此
瓢

就
ほ
て
は
ジ
ャ
ン

ス
ォ

ン

(
o
p
.
°
i
t

p
,

eos,I
BIO)も
'

マ
ン
ド
ヌ
ネ
(
.

p

･
c
it
.
t
e
)

も
異
論
を
き
も
の
.の
如
-
で
あ
る
｡
但
し
ベ
ル
ス
タ
ー
は
べ
ネ
デ
ィ
ク
テ
ゥ
ス
ナ

一
散
の
在
位
期
間
を

一
三

〇
四
年
よ
与
其
翌
五
年
ま
で
と
認
め
て
居
る
が
､
パ
ル
J･
ロ
メ
オ
が
急
ぎ
･L
ツ
コ
に
上
述
の
話
を
俸

へ
た
年

に
関
す
る
限
･C,'
そ
れ
は

一
三
〇
四
年
又
は
そ
れ
よ
-
以
前
の
rJ
と
で
あ
る
と
説
き
P
必
L
も

1
三
〇
三
年

ト
ツ

n
著

｢
曳
i･
-
マ
ス

･
ア
ィ
イ
ナ

ス
停
｣

の
批
判

(
七
八
五
)

五
七



第
五
十
丸
谷

第
六
鮫

(
七
八
六
)

五

八

詮
に
積
極
的
反
封
を
し
て
居
を

い

(
P
e
ls
ter.
"
Die
alteren
出
io
g
rap
h
ien
d
es
h
l.
T
h
o
m
as
von

A
qu
in
o."

Z
e
it
s
c
h
rift
f音

K
ath
o
lis
c
h
e
T
h
eo
lo
g
ie)琵
0
･
S
1
379
)
O

一
三

一
七
年
'
ド
ミ
ニ
コ
曾

シ
チ
リ
ア
地
方
合
議
に
於
イニ
ector
の

ロ
ベ
ル

ト
と
共
に
ト
ー

マ
ス
の
奇
蹟
を
調
査
し
､

其
結
果
を
教
皇
に
披
渡
し
､
以
て
詮
望
調
査
の
公
認
を
促
進
す
べ
き
任
務
を
課
せ
ら
る
(前
掬
記
念
論
文
集
の
拙
稿

】
八
〇
買
参
整

､
爾
蒸

マ
ル

シ

n
其
他
に
於

て
一
三

一
八
年
七
月
頃
ま
で
･i
-

マ
ス
に
絹
す
る
調
資
を
覆
す
｡

一
三

一
八
年
t
の
･多
分
七
月
頃
､
海
路

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ィ

ニ
オ
ン
に
あ
っ
充
法
皇
魔
に
向
ふ
べ
-
出
帆
し
た
｡
商

フ

ラ
ン
ス
で
上
陸
し
て
ア
ヴ
ィ

ニ
オ
ン
に
着

い
た
の
は
'
同
年
の
八
月
(ベ
ル
ス
雪

'
ジ
ャ
ン
ス
オ
ン
等
参
撃
｡

一
三

一
八
年
九
月
十
三
日
'
教
皇
は
公
式
に
ト
!

マ

ス
に
関
す
る
列
望
審
議
を
行
ふ
べ
き
fJ
と
を
軍
盲
し
た
｡
rJ
の
′常

時
ト
ッ
n
の
ア
ヴ
ィ

ニ
オ
ン
に
居
っ
た
rJ
と
は
確
賓
で
あ
る
が
'
何
時
頃
イ
タ
リ
ア
へ
握
観
の
途
に
洗

い
た

か
は
不
明
(
マ
ン
ド
ヌ
ネ
､
ジ
ャ
ン
ス
オ
ン
等
容
昭〇
｡

一
三

一
八
年
十
二
月
､
に
は
イ
タ
リ

ア
の
ア
ナ
-

三

An
agn
i)
に
あ
る
ド
ミ
ニ
コ
倉
修
道
院
に
居
R
(..･)
ヤ
ン
ス
オ
ン
参
讐
｡

一
三

一
九
年
四
月
よ

与
七
月
ま
で
､
t
I
マ
ス
臨
終
の
地
で
あ
る
フ
ォ
ッ
チ
ノ
ー

ヴ
ア
に
滞
在
し
て
聖
者
の
臨
終
の
模

様
'
其
後
街
ほ
れ
た
奇
蹟
等
を
調
査
す
(ジ
ャ
ン
ス
･k'
ン
'
マ
ン
ド
ヌ
ネ
等
参
撃
｡

一
三

一
九
年
七
月
二
十

1
E
I
よ
も
九
月
十
八
日
ま
で
､
ナ
ポ
リ
に
於

て
･L
I

マ

ス
の
第

1.
回
詮
堂
調
査
行
は
る
｡
そ
の

期
間
･1
ツ
コ
も
ナ
ポ
リ
に
9q
っ
た
rJ
と
は
確
寮
と
云
ふ
べ
-
'
八
月
四
日
に
は
自
ら
池撃
言
を
量
出
し
た

(
c
f

.



proces･買
0
.
58)

一
三
二
〇
年

､
･Lツ
コ
は
ナ
ポ

リ
に
於
け
る
第

一
国
語
翌
調
書
の
.完
了
を
待
っ
て
､
再
び
ア
ヴ
ィ
こ
オ
ン
の
法
皇
塵
に

視
る
O

マ
ン
ド
ヌ
ネ
の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ば
ト
ッ
コ
の
ア
ブ
イ

ニ
オ
ン
に
到
着
し
た
の
は
此
年
の
初
め
の
頃
で

あ
る

(M
ando
nnet,op.
C
it
D
P
3
9
4
)
｡

1
三
二

一
年
六
月

一
日
､
教
皇

ヨ
ft

ネ
三

一十
二
世
は
､
ナ
ポ
リ
の
認
堂
調
査
に
於
で
は
､
フ
ォ
野
チ
ノ
ー

ヴ
ア
方
面

在
任
の
人
々
の
琴
言
を
充
分
に
得
ら
れ
ざ
ら
し
を
遺
憾
と
な
し
'
再
び
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ケ
ア
に
於
で
詮
聖
調

査
を
行
ふ
べ
き
旨
の
書
簡
を
認
め
､
同
時
に
新
調
査
委
員
を
も
任
命
さ
れ
た
｡
そ
の
常
時
･L
ツ

コ
が
法
皇
廉

に
あ
っ
て
p
右
の
書
簡
を
受
け
取
-
'
之
を
イ
タ
リ
ア
の
.
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー
ヴ
ア
ほ
於
け
る
第
二
回
認
聖
調
査

鹿
骨
式
に
於
で
公
式
に
朗
讃
す
べ
か
-
し
こ
と
は
､
第

一
回
の
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
詮
聖
調
査
の
場
合
と
同
株

●

で
あ
る
｡
･L
ツ

コが
其
後
何
時
頃
ア
ゲ
イ

ニ
オ
ン
を
去
り
Ll
か
は
明
で
な

い
｡

二
二
二

一
年
十

一
月
十
日
-

同
二

十

六

日
､
フ
ォ
ッ
サ
ノ

-
ゲ
ア
に
於
て
詮
望
調
査
を
行
ふ
｡
此
時
ト
ッ
コ
も
同
地

に
あ
つ
ね
も
の
と
想
像
rJ
れ
る
(
c
f
こ

a
n
ssen
s
.
o
p
.
c
i
Jt
･

p

h

m

.)

0

此
頃
よ
-
後
ト
ッ
n
ほ
開
す
る
消
息
は
絶
え
､
右
の
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ゲ
ア
に
於
け
る
調
書
が
ア
ヴ
イ

ニ
オ
ン
の
法
皇

魔
に
届
け
ら
れ
た
時
完
明
確
な
る
時
日
は
不
讐

あ
る
が
'
マ
ン
ド
芸

に
早
-
も
三
三
二
年
三
雲

て
野
心
-

マ
ン
ド
ヌ
ネ
前
掲
警

南
京
参

撃

に
も
･L
ツ
コ
の
姿
は
在
-
､
ま
た

ll
三
二
三
年
七
月
十
八
日
の
聖
ト
ー

マ
ス
詮
望
式
の
盛
典
に
79
列
席
し
て
居
夜

か
っ
た
｡

ト

ツ

TT
著

｢
聖

ト

ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣

の
批
判

(
七
八
七
)

五
九



第
五
十
九
番

筋
六
統

(
七
八
八
)

六

〇

第

二
節

ト
ッ
コ
著

｢
聖
･1
-

マ

ス
樽
｣
の
版
本
と
手
書
本
の
吟
味

一

-
ツ
コ
の
聖
･1
-

マ

ス
樽
を
'
現
在
我
々

が
比
較
的
容
易
に
入
手
し
､
史
粗
と
し
て
之
を
直
に
賓
用
に
供
す
る
難
易

の
瓢
よ
る
観
れ
ば
､
陛
界
の
ア
ル

キ
ゲ
イ
オ
に
倭
に
散
在
せ
る
手
書
本
よ
-
も
へ
既
に
印
刷
に
附
せ
ら
れ
ね
版
本
が
さ

し
つ
め
問
題
と
在
る
乙
と
は
云
ふ
を
侯
た
覆

い
｡
こ
の
意
味
に
於
で
､
私
は
先
づ
rL
ツ
コ
の
望
･1
-

マ
ス
樽
の
版
本
か

ら
紹
介
し
て
布
き
た
い
と
思
ふ
｡
然
し
版
本
は
云
ふ
迄
も
夜
-
何
れ
著
者
の
自
筆
本
か
手
第
本
か
版
本
か
を
底
本
と
し

て
印
刷
に
附
せ
ら
れ
柔
も
め
で
あ
る
｡
従
っ
て
其
底
本
が
果
し
て
著
者
の
原
本
と
し
て
権
威
あ
る
J7P
の
な
ら
や
否
や
と

云
ふ
異
贋
の
鑑
定

A
t1CtOritas
の
吟
味
問
題
が
自
ら
麗
ら
ざ
る
を
得
覆

い
｡
蓋
し
古
書
に
就
き
て
は
､
甲
の
著
述
と
し

て
知
ら
れ
て
凍
た
も
の
が
'
事
賓
其
各
部
又
は

一
部
が
乙
の
著
述
在
る
湯
谷
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
例

へ
ば
望
I
I

マ

ス
の
著
述
と
云
は
れ
で
居
た
D
e
reg
im
in
e
p
rin
cip
um
の
後
部
が
､
ト
ロ
メ
オ

･
ダ
･
ル

ッ
カ
の
著
で
あ
り
仁
多

(
論
文

集
拙
稿
三
〇
真
一
七
三
貢
参
讐
､
ヴ
ィ
ゲ
エ
ー

ス
版
の
聖
J･
-

マ
ス
全
集
は
収
録
ru
れ
イL
居
る

S
u
m
m
a
totiu
s
lo
gi
c
ae
が
ト

ー

マ

ス
の
著
と
し

ては
頗
る
疑
は
し
き
も
の
で
あ
っ
ね
たツす
る
如
き
そ
れ
で
あ
る
｡

ま
充
仮
令
底
本
と
在
っ
た
手
書
本

が
確
に
著
者
の
著
述
で
あ
つ
て
も
'
そ
こ
に
原
本
の

一
部
分
が
脱
漏
L
t
或
は
誤
葛
其
他
不
純
在
る
撰
入
が
行
は
れ
'

偽
に
内
容
を
金
鰹
的
に
俸

へ

で居
覆
い
枝
雀
こ
と
が
を

5,
か
と
云
ふ

integriw
s
吟
味
の
問
題
も
起
る
｡
そ
し
て
版
本

の
源
泉
を
な
し
た
此
等
手
書
本
の

auctoritas
及
び
in
tegritas
の
如
何
は
､
同
時
に
版
本
其
も
の
-/
史
料
的
慣
値
の
決



定
に
変
異
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
覆
ら
な

い
｡
故
に
本
節
は
於

では
版
本
の
轟
介
を
な
す
と
共
に
､
其
基
礎
を
覆
し
た

あ
ら
ゆ
る
手
書
本
に
も
言
及
L
t
以
て
些
か
之
が
吟
味
を
行
以
上
い
と
恩
ふ
｡
光
も
此
種
の
研
究
は
性
質
上
極
め
て
必

要
在
る
に
も
拘
ら
ず
､
比
較
的
近
年
ま
で
殆
ん
ど
捨
て
j
顧
ら
れ
夜
か
っ
書
状
能
だ

あ
る
｡
従

っ
て
研
究
見
料
に
乏
し

-
且
っ
欧
洲
よ
卓
遠
-
離
れ
て
屠
る
聾
者
に
と
つ
て
は
､
充
分
在
る
成
農
を
期
す
る
rJ
と
は
寧
ろ
不
可
能
に
近
い
｡
幸

に
点
在
き
里
の
編
蛭
と
も
在
る
を
得
ば
望
外
の
収
得
と
恩
ふ
｡

ニ

ト
ッ
コ
が
ト
ー

マ

ス
椿
を
編
纂
し
た
時
期
に
就
き

ては
､
何
れ
後
日
稿
を
改
め
て
論
ず
る
が
､
い
-
ら
遅
-
推
定
す

る
聾
者
と
雄
も

一
三
二
三
年
の
･L
I

マ
ス
詮
聖
式
後
数
年
よ
-
畝
後
に
数

へ
る
fJ
と
は
出
家
覆
い
で
あ
ら
う
｡
然
し
筆

者
の
知
る
文
献
考
笹
の
範
閏
に
於
て
は
､
印
刷
に
附
せ
ら
れ
喪
ト
ッ
コ
著
述
の
聖
ト
ー

マ

ス
棒
と
し
て
最
も
早
-
出
版

さ
れ
た
も
の
は
次
に
掲
ぐ
る
7P
の
で
あ
る
｡
尤
も
,そ
れ
以
前
に
於
て
班
に
出
版
さ
れ
允
も
の
が
あ
っ
於
か
も
知
れ
な
い

が
'
未
だ
何
等
確
夜
記
録
を
見
る
に
至
ら
覆
い
｡

Z'
一
五
七
七
年
デ

･
レ
ク
テ
ィ
ス

(
D
e
L
ectis
)

に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
語
に
謬
出
せ
ら
れ
p
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
か
ら
出

版
さ
れ
允
･L
ツ
コ
の
望
rl
I

マ
ス
俸

こ'
一
五
八
八
年
同
じ
-
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
よ
-
ラ
テ
ン
文
で
揖
放
さ
れ
た
/･
ツ
コ
の
聖
J･
-

マ

ス
俸

以
上
二
著
が
如
何
在
る
手
書
本
を
底
本
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
み
､
此
方
宙
の
研
究
者
で
あ
る
ベ
ル
ス
タ
ー
は

一
五

ト
ツ

コ
著
｢
聖

ト

ー
マ
ス

･
ア

ク
ィ

ナ

ス
俸
｣
の
批
判

(
七
八
九
)

六
1



餌
五
十
九
番

第
六
班

(
上
九

c
))

六

二

八
八
年
の
ラ
テ
墓

相
版
を
見
よ
う
と
努
め
ね
が
､
終
に
成
功
す
る
ほ
至
ら
な
か
っ
た
旨
を
物
語

つ
tJ
屠
る
｡
然
し
ベ

ル

ス
タ
ー-
に
従

へ
ば

ti
七

〇
八
年

S
an
cti
T
h
om
ae
Sunlm
a

S

u
O

a
uC
tO
i･ivindicata}sive
d
e
V
incentii
B
ellovacen
sis

scrip
tis
d
issertatio
を
書
き
P
l艶
に

一
七

一
九
年

Scrip賢
es
O
rdinis
P
i･aedicatorum
(cf.
p
.
㌫
9)
を
書

い
た
エ

シ

ャ

ー

ル

(抄
ch
ard
)

の
時
代
に
は
t
ri
ツ

コ
原
著
の
上
記
二
箇
の
版
本
は
バ
ル
ベ
リ
ー

ニ
(Ba
r

be
r
i

ni)
の
''Alブ
リ
オ

チ
-

カ
に
於
王

試
む
こ
と
が
出
衆
ね
と
の
rJ
と
で
あ
る
(誌
)
0

(註
)

P
elster,
"
D
ie
alteren
B
iog
rap
h
ien
d
es
hl,T
hom
asv
o

n
A
q
u
ino
"

Z

eitsch
rift
f･K
athotisch
e
T
h
eotog
ie,S
･244･

三
㌧
"

H
isto
ria
B
eati
T
iw
m
ae
d
e
A
q
u
ino
"
A
cta
S
a
nctoru
m
.
M
artii
T
o
m
us
i
.
P
a

risiis
et
R
om
ae,
P

a
t
mか

】865
.

諸
聖
人
の
俸
記
の
大
規
模
に
し
て
貴
重
在
る
編
纂
を
企
て
た
イ

ユ
ズ

ス
倉
修
道
士
ベ
ル
デ
ッ
ク
人
ボ
ラ
ン

(B
ollan
d

t･599-
36GB)
の
遺
業
を
轍

い
だ
所
謂
ボ
ラ
ン
デ
ィ
で
1
(B
oilandistes)
.fJ>
屈
す
る

へ
ン
シ
ュ
ン

(
H

enschen)
及
び

パ
ー
ぺ
ブ

ロ
ッ
ク

(
P
ap
e
b
r
o
c
k

)

は
､
彼
等
の
編
輯
す
る
上
掲

A
cta
S
af14CtOrum
の
う
ち
に
･1
ツ

コ
の
堂
ト
ー

マ
ス

侍
を
収
録
し
た
｡
此
版
本
に
は
其
底
本
が
明
に
さ
れ
て
屠
る
｡
即
ち
彼
等
の
云
ふ
所
に
よ
れ
ば
､
其
底
本
は
常
時
ケ
ル

ン
の
ク

ワ
イ
ブ

へ
-

レ
ン

(K
r
euzherren)
修
道
院
は
所
有
さ
れ
て
居
食
事
寓
本

(c
o
d
ex
C
rucig
e
rorum
C
oion
iens･

iu
m
)

を
用
払
ね
と
の
rJ
と
で
あ
る
｡
此
手
書
本
は
其
後
失
は
れ
て
今
日
之
を
見
る
rJ
と
が
出
来
覆

い
が
'
上
記
の
版

本
よ
ら
見
れ
ば
随
分
多
分
に
映
隅
を
持
っ
て
屠
る
rJ
と
は
疑
を
容
れ
な

い

(cf.
Jan
ssen
s

o
p
.

°it.
p
.

20
9
;
P

riim
･



m
el,
OP
･
Cit.p
p

.

61･
62)
然
し
其
後
約
四
十
三
年
間
此
種
問
題
に
摘
す
る
史
料
出
版
又
は
史
料
論
と
し

て注
目

す
べ

き
も
の
は
殆
ん
ど
を
か
つ
ね
｡

一
九

〇
八
年
に
至
-
漸
-

エ
ン

ド
レ

ス

(

Endres)
が
望
ト
ー

マ

ス
俸
記
史
料
論
を

H
isto
ri
sches
Jahrb
uch
(X
X
iX
)

に
馨
表
し
た
(共
析
論
の
内
容
は
他
日
之
を
論
評
す
る
の
機
骨
を
富
ま
る
ゝ
こ
と
を
期
待
し
て
居
る)
0

赦
し
そ
れ
に
ょ
つ
て
完
本
に
近

S
底
本
が
明
か
は
さ
れ
た
の
で
も
を
-
､
ま
ね
新
底
本
に
ょ
る
出
版
が
あ
っ
た
の
で
も

覆
い
乙
と
は
確
茸
で
あ
る
｡
従
っ
て
も
つ
と
完
本
に
近

い
宙
第
本
又
は
俸
本
を
底
本
と
し
ね
異
の
ト
ッ
コ
の
ト
ー

マ
ス

侍
を
得

た
い
と
の
聾
は
漸
-
高
ま
っ
て
来
た
｡
鼓
に
於
で

フ

リ
ー
ブ

ー

ル
グ
大
挙
の
プ
リ
ユ

ー
マ
-

教
授
は
後
に
述
ぶ

る
如
き
数
笛
の
手
書
本
を
用
以
+
ツ
コ
の
ト
ー

マ
ス
樽
を
再
び
建
て
直
し
'
之
を
雑
誌

R
evue
T
ho
m
iste
の
一
九

一

三
年
及
び

1
九

一
四
年
敦
に
'
順
次
馨
表
し
て
行
つ
ね
が
､
途
中
欧
洲
大
磯
に
合
し
て
費
衷
中
止
の
止
む
在
さ
に
至
っ

た
｡
姦
し
此
事
業
は
各
方
面
の
要
望
に
よ
う
哉
後
漸
-
ほ
し
で
再
び
橿
摸
さ
れ
る
rJ
と
～
夜
つ
溌
'
斯
-

て
一
九
二
四

年
の
十

1
二
月
駿
に
'
原
稿
の
最
終
部
分
が
掲
載
さ
る
る
と
共
に
此
停
託
は

一
党
づ
完
結
し
た
｡
そ
の
別
増
は
後
に
単

行
本
と
老
身
F
o
ntes
V
itae
S
I
T
h
om
ae
A
qu
in
atis
(望
･1
-

マ
ス
･
ア
ク
イ
ナ
ス
倖
記
史
料
)第
二
冊
と
し
て
刊
行

さ
る
ゝ
rJ
と
J
在
っ
た
｡
即
ち
次
に
掲
ぐ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
｡

四
t
V
ita
S
･
T
h
o
m
a
e

A
qu
in
a
tis

A
u
c
to
re
G
u
ille
lm
o
d

e

T

occo,
L
ibrairie
S
a
i
nt･T
hom
asId
.A
quin
,
S
aint
･

M
ax
imi
n
(V
ar)

本
番
に
就
き
て
は
項
を
分
ち
'
先
づ
ブ
リ

ユ

ー

マ
I

が
'
之
を
編
纂
す
る
に
常
-
参
照
し
た
手
葛
本
に
放
て
述
べ
る

ト
ツ

コ
著
｢
整
ト
ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

(
七
九

l
)

六
三



第
五
十
九
魯

静
六
故

乙
と
ゝ
す
る
｡

(
Cf･
op･
cit･
Prol.gus).

三

(
七
九
二
)

六
四

ブ

リ
ュ

-

マ
I

は
英
､
濁
'
係
､
白
､
和
'
喚
､
伊
等
に
於
で
見
出
し
た
後
に
掲
ぐ
る
如
き
事
案
本
中
よ
-
'

1
番

純
粋
確
寛
で
あ
ら
'
ま
ね
多
分
最
も
古

い
と
恩
は
れ
た
英
圃
博
物
館
所
藤
本
バ
ー
ネ

-

(B
u
rney)
の

C
od
ex
(十
四

世
紀
中
葉
等
寓
)
を
底
本
と
し

て出
版
し
た
｡
然
し
手
寓
本
に
ょ
つ
て
異
同
あ
る
箇
所
即
ち

variantesに
就

い
は
'
フ

ィ

レ

y

ツ

ェ

の

C

odex
(十
四
世
紀
の
牛
ば
よ
身
少
し
以
前
に
等
葛
)
及
び
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ー

ノ
の

Codex
(十
四
世
紀

末
筆
葛
)
の
分
を
列
記
し
､
直
に

varian
tes
が
特
に
重
要
を
る
場
各
に
限
ろ

'
上
に
述
べ
た

B
ou
an
di
stesが

Acta

Sanctorum
に
牧
銀
し
て
居
る
分
の
テ
キ
ス
･L
を
も
列
記
し
て
参
照
に
便
な
ら
し
め
て
ゐ
る
｡
因
に
プ
リ
ユ
ー
マ
I
が

参
照
し
た
手
寓
本
は
次
の
過
ち

で
あ
る
｡
政
等
手
葛
本
に
関
す
る
説
明
は
､
大
隈
プ
リ
ユ
ー

マ
I

の
見
解
を
紹
介
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置

S,王
､
充
も
多
少
勉
の
学
者
の
見
解
や
私
の
言
葉
を
交
へ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
｡
然
し
ブ
リ

ユ
ー
マ
-

詮
に
封
す
る
批
判
は
そ
の
後
に
項
を
改
め
て
論
ず
る
rJ
と
と
し
王
.

m

Codex
B
u
rn
eian
u
s
(
P
h

3
49
British
M
useum
)

こ
れ
は
他
の
手
第
本
に
比
し
最
も
精
密
に
等
寓
さ
れ
､
ま
た
文
字
も
最
も
明
瞭
で
あ
る
｡
筆
者
が
底
本
に
於
て
正
確

に
讃
み
得
夜
か
つ
カ
箇
所
に
就
で
は
､
饗
宴
し
た
本
の
経
に
小
rb
い
赤
字
で
其
旨
を
記
し
て
居
ろ
'
巻
末
に
は

｢
底
本

に
於
で
は
此
所
ま
で
よ
-
書
か
れ
て
ゐ
在

5,
J
(N
on
inven
i
p
lu
s
in
e
x
em
p訂

i,quam
h

ucusq
ue)
と
託
し
て
ゐ
る
｡



こ
の
事
第
本
の
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
状
態
も
最
後
の
二

一枚

(260×
19
0
m
m
.)
を
除
け
ば
賓
は
見
事
で
あ
る
0

佃

C
o
d
e
x
F
l.
re
n
tin
u
s

(
C
.

nv
e
n
t
s
.
p
p
re
s
s
こ

.
V
i
i
-
2
7
)

イ
タ
リ
ア
へ
美
術
館
賞
の
行
脚
は
出
か
け
る
者
が
､書
家
で
空
域
に
達
し
だ
編
者
ア
ン
ジ
エ
リ
コ
修
道
士
(出
eato
F
ra

A

n
g
e
l
i
c

o)
の
､
あ
の
落
つ
い
た
翌
在
る
気
品
と
美
し
rb
を
ね
ゝ
へ
た
壁
高
婚
茜
な
ど
を

心
ゆ
-
ま
で
鑑
賞
L
t
ま
た

望
ア
ン
･i
こ
オ
(
這

五
九
年
永
眠
)や
､
サ
グ
ォ
ナ
p
-

ラ
の
生
前
住
ま
っ
ね
修
道
院
と
そ
の
居
室
に
身
を
置

い
て
､
そ
れ

ら
の
人
々

の
生
活
を
追
想
せ
ん
と
す
る
者
の
必
ず
訪
れ
る
あ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
･
マ

ル

コ
博
物
館
は
'
そ
の
昔

ド
ミ
ニ
コ
倉
に
屈
す
る
修
道
院
で
あ
っ
た
｡
右
に
掲
げ
た

C
od
ex
F
io
rentinu
s
は
プ
リ

ユ

ー

マ
I

の
云
ふ
如
-
も
と

は
此
修
道
院
の
所
蔵
し
ね
も
の
で
あ
る
が
'
此
修
道
院
が
贋
さ
れ

てか
ら
は
フ
ィ

レ
ン

ツ
ェ
の
大
撃
で
見
ら
れ
る
や
う

に
な
っ
た
｡
ベ
ル

ス
タ
ー
は
此
手
寄
木
が
同
地
の

fiiblioteca
N
azio
naie
(固
立
園
審
館
)
に
あ
る
と
云
っ
て
大
撃
に

あ
る
と
は
云
っ
て
居
を

い
｡
然
ら
ば
此
両
説
は
何
れ
が
正
し
い
か
｡
イ
タ
リ
ア
文
部
省
の
A
n
n
u
a
r
io

に
於
け
る

フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
大
撃
と
'
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
閥
立
間
書
館
の
官
制
及
び
職
員
銀
を
見
て
も
両
者
は
全
然
濁
立
せ
る
も

の

～

如

-

'
ま
ね
場
所
的
ほ
云
つ
で
も
大
撃
は
元
の
サ
ン
･
マ
ル

コ
修
道
院
の
直
ぐ
附
近
に
あ
与
へ
之
に
反
し
て
国
立
固
書
館

は
そ
れ
よ
み
随
分
振
っ
た
あ
の
有
名
を

G
alieria
ciegii
U
B
ici
の
附
近
ほ
あ
る
｡
故
に
軍
は
庇
等
の
瓢
か
ら
云
へ
ぼ
プ

リ
ェ
-

マ
I

の
詮
の
方
が
可
然
程
度
が
多

い
｡

の
み
在
ら
ず
プ
リ
ェ
ー

マ
-

は
直
接
此
の
C
o
d
ex
を
利
用
し
た
人
で
あ

る
か
ら
'
英
人
の
言
は
ベ
ル

ス
タ
ー
の
言
よ
-
も
断
然
高
度
の
可

然
程

度
を
持
つ
も
の
と
云
は
ね
ば
を
ら
沿
｡
(
c
f
.

-

ツ

コ
著
｢
聖

,i
-
マ
ス

･
ア
ィ

イ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

(
七
九
三
)

六
五



第
五
十
九
番

第
六
幼

P
rtim
m
e
r,
ib
id

;Pelster.
op.
°it.
S.
･JO47)O

(
七
九
四
)

六
大

印

C
od
e
x
V

atican
u
s
(B
ib
t.
V
at.
tat
.

1
0
1
5
0
)

此
事
案
本
は
､

ロ
ー
マ
と
フ
ィ
レ

/
ヅ
ェ

の
中
間
に
あ
る
オ
ル
グ
ィ

エ
ー

ト

(O
rvieto)
の
ド
ミ
一-
n
骨
修
道
院
に

屈
し
て
居
た
も
の
を

一
九

一
二
年
よ
う
数
年
前
に
'
有
名
在
る
国
書
館
主
任

エ
ー

ル
レ

(
E
h
r
te
)

の
手
に
よ
っ
て
グ
ァ

テ
ィ
カ
ー

ノ
の
固
書
館
朗
戴
け
蹄
し
た
Jも
の
で
あ
る
｡
rJ
の
C
o
d
ex
に
は
･L
ツ
n
の
聖
ト
ー

マ
ス
侍
の
ほ
か
に
､
聖
･1

-
マ
ス
の
親
日
に
詞

へ
ら
れ
る

｢
讃
詣
｣

(1ecti.)'
聖
･L
-

マ
ス
の
最
も
大
な
る
信
心
の
的
で
あ
っ
た

｢
聖
捜
｣
の
戒

日
に
於
け
る
t
I

マ
ス
の
説
教
'
聖
膿
の
親
日
に
詞

へ
ら
れ
た
る

｢
聖
ト
ー

マ
ス
の
筆
に
在
る
望
鰹
の
話
｣

と
云
ふ
意

請
等
興
味
あ
る
手
第
本
も
併
せ
含
ま
れ
て
居
る
｡
(
尤
も
他
の

C
.
d
｡
x

も
ダ

.
ト
ツ
｡
の
,i
-
マ
ス
惇
以
外
そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
手
鴬
本
を
含

ん
で
居
る
こ
と
あ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い)
｡

要
す
る
に
此

C
o
d
ex
は
前
二
筒
の

C
o
d
ex

に
此
す
れ
ば
､
よ
-
後
年
の
も
の
で
も

あ

与
'
ま
夜
よ

い
加
減
に
放
棄
さ
れ
て
残
閑
の
生
じ
て
居
る
箇
所
も
少
-
夜

5,が
'
よ
-
配
列
し
て
組
立
て
て
あ
わ
'

前
述
の

C
o
d
ex
な
ど
に
比
し
､
よ
も
入
念
に
書
か
れ
て
居
る
瓢
あ
る
rJ
と
も
決
し
て
稀
で
は
覆

い
｡

何

CodexM
onacensis
(B
ibl,reg
.
M
onac.)4547

:Catal.lV,
p
,
191)

此
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の

C

o

d
ex
は
十
五
世
紀
に
書
か
れ
カ
も
の
で
あ
る
O

何

C
o
d
e
x
V
iennens
is

(B
ib1.convent,
B
enedictin
orum
Scotiae
cod
1
318,
in
catatog
.ab
､
I･fu
b
lo
confecto
p
.

等

)



此
ヴ
イ
ー

/
の

C
o
d
eX
は
前
の
エ
ソ
へ
ン
の

C
od
ex
と
総
て
に
於
て
相
類
似
し
て
居
る
.

㈲

C
o
d
e
x

T
revirensis
(B
ib
l.u
rb
is
catat.
m
s･3
1
0
)

此
･L
プ
ア
ー
(
T
r
ier
)

の

C
.
d
ex

も
巧
に
撮
輯
さ
れ
て
居
る
が
'
比
較
的
新
し

い
十
五
世
紀
の
輩
寓
本
で
あ
る
か

ら
､
最
初
の
三
つ
程
の
債
倍
を
持
っ
て
居
を
い
も
の
と
鬼
を
け
れ
ば
怒
ら
の
｡

∽

ラ
イ
ン
の
ウ
･L
レ
ヒ
ト

(U
traj
e
c
ti
ad
R
h
e
n
u
m
)

の
c
c.d
ex

(B
ibt,
U
n
iv
.
c
o
d
.
895)

㈲

パ
ー
デ
ン
の
カ
ー

ル

ス
ル
ー
エ

(K
ar]s
ruhe
inB
a
d
e

nia)
の

C
o
d
e
x
(
I
V

.
3
7
9
)

㈲

ナ

ボ

ブ

(N
eap
oli)
の

C

odex
(Bibt.
na
t
.

cod
.

VIiI
.
B
.
G
.

tot.93-
98)

此
最
後
の
三
つ
も
ト
ッ
コ
の
･L
I

マ
ス
樽
を
包
含
し
て
居
る
が
､
多
少
と
も
省
暮
し
て
編
纂
さ
れ
て
居

ろ
'
両
も
省

署
n
れ
ね
も
の
は
凡
そ
皆

邑
oris
historici
の
少
き
も
の
で
あ
る
｡

の
み
覆
ら
ず
此
三
つ
の

C
od
ex
は
後
代
の
筆
葛
に

か
か
･C,'
更
に
其
出
蒸
発
え
も
常
に
手
際
よ
-
は
を
か
っ
上
の
で
あ
る
｡

以
上
を
以
て
プ
リ

ュ
-
マ
I
が
ト
ッ
コ
原
著
の
ト
ー

マ
ス
樽
を
新
に
編
纂
す
る
に
際
L
t
如
何
在
る
手
葛
本
を
参
考

し
'
夏
に
如
何
在
る
理
由
で

Codex
B
runeia
n

us
を
底
本
と
し
て
採
用
し
た
か
へ
ま
た
何
故
他
の
二
三
の
手

葛

本
を

varian
tes
封
此
周
と
し
て
取
-
上
ぐ
る
に
至
っ
た
か
Zj
明
に
さ
れ
ね
こ
と
＼
恩
ふ
｡
然
ら
ば
プ
リ
ユ
ー
マ
I

の
鼻
作
と

見
解
は
如
何
に
之
を
評
慣
す
る
か
｡
私
は
以
下
項
を
改
め
て
些
か
此
鮎
に
鰯
れ
て
見
た

い
と
息
ふ
｡

四

ト
ツ

コ
若
｢
丑
ト
ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

(
七
九
五
)

六
七



鱒
五
十
九
番

第
六
洗

(
七
九
六
)

六
八

先
づ
端
的
に
結
論
を
云

へ
ば
'
右
の
プ
リ

ユ
ー
ヤ
ー
の
編
纂
書
は
'
今
日
迄
に
出
版
さ
れ
た
･1
ツ

n
原
著
の
堂
ト
ー

マ
ス
俸
中
で
は

一
番
優
秀
を
も
の
で
あ
る
｡
然
し
rJ
れ
以
上
改
善
の
盆
地
を
き
完
本
と
は
決
し

て考
へ
ら
れ
夜

5,｡
先

づ
第

一
に
今
日
ま
で
ダ

･
ト
ッ

コ
の
自
筆
本
'
又
は
そ
れ
と
同

一
の
正
確
さ
を
持
っ
た
古
寛
本
在
る
も
の
が
栄
だ
馨
見

さ
れ
て
居
な

い
｡
ギ
ー
ド

ニ
の
ト
ー

マ

ス
侍
に
就
て
は
多
-
の
手
寓
本
が
尊
兄
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
'
ト

ッ

コ
の
著
書

に
就
て
は
短
め
で
少
を

い
｡
勝
家
或
は
各
々

馨
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
を

い
｡
現
に
ベ
ル

ス
タ
ー
の
如
き
ブ
タ
ユ
ー
マ
I

の
参
照
し
在
か
つ
ね
数
箇
の
手
寓
本
'
殊
に

B
otlandistes
の
系
統
の
事
案
本
を
解
介
し
て
居
る
｡
就
中
も
と

Ⅲ

テ
-
グ
ル
ン
ゼ
-
修
道
院

(K
loster
T

eg
ernsee)
に
屈
し
て
屠
尭
手
蔦
本
の
如
き
は
七
十
五
世
紀
の
も
の
で
'

P
rologus
も
を
-
其
勉
に
も
脱
漏
あ

-
､
撰
人
も
あ

っ
て
不
純
に
在
っ
て
屠
る
｡
然
し
或
る
箇
所
で
は
ブ
タ

ユ
マ
I
の

底
本
を
覆
し
た

C
o
d
ex
B
u
rneianus
に
は
見
出
さ
れ
を

5,と
rJ
ろ
が
あ

与
､
其
箇
所
で
は
プ
リ
ュ
-

マ

I

の
.編
著
よ
-

ト
ッ
コ
の
il
I

マ
ス
椿
の
原
形
が
よ

う
よ
-
保
存
さ
れ
て
居
る
と
の
rJ
と
で
あ
る
.
此
の
事
案
本
は

F
rater
T
h
om
as

de
A
quino
de
nobili
comi
tum
g

enere
d
e
d
om
s

Aqu
irp
rum
と
云
ふ
句
t:J
始
ま

-
'
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
rl
と
同
じ
結
び

の
言
葉
'
即
ち

v
irt
usd
iv
ine
potencie,quod
d
e

eratV
i
r

tuti
nature
で
終
っ
て
屠

-
t
c
†m
t4547

に
於
て
も
多
-

の
瓢
で
ボ
ラ
ン
デ

ィ
ス
r･L
の
底
本
と
類
似
し
て
屠
る
FJ
と
が
窺
は
れ
る
｡
此
の
手
嵩
本
以
外
に
ベ
ル
ス
タ
ー
に
よ
-
敦

へ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
｡

闇

ミ

ュ
ヘ
ン
大
倉
数
倉
敷
研
究
室
朗
減
の
L手
寓
本



こ
れ
は
ボ
ラ
/
デ
ィ
ス
pl
系
統
叉
は

C
h

.
1
4
5
本
7
の
系
統
に
腐
す
る
も
の
と
息
は
れ
る
｡

制

空
･1
-

マ
ス
臨
終
の
場
所
で
あ
っ
た
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ヴ
ァ
修
院
と
同
じ
-
､
チ
ス
チ
ル
チ

エ
ン
セ
(
c
isterce
n
se

(守
)

､

Z
ist
e
r
z
i
e
Ti
S
e
r

(
窮
t3
)

cisteTCien
(轟
))
と
呼
ば
れ
る
修
造
愈
員
の
髭
皆
に
な
る

オ
ー

ス
･L
リ
ア
の

rt
イ
ブ
ダ

ン
ク

ロ
イ
ツ
修
道
院
朗
減
の
手
罵
本

(声

24)

之
は
十
四
散
紀
の
も
の
で
p
其
結
語
は
ボ
ラ
ン
デ
ィ
･i
編
の
･L
ツ
コ
著
ト
ー

マ
ス
侍
の
第

一
二
三
番
と
同
じ
言
葉
で

終

っ
て
居
る
｡

一
以
上
ベ
ル

ス
タ
ー
の
云
ふ
こ
と
が
異
を

ち
と
せ
ば
'
プ
リ
ユ
ー
マ
-
の
底
本
と
系
統
を
異
に
す
る
ボ
ラ
ン
デ

ィ
ス
ト

系
統
の
手
葛
本
川
で
､
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
テ
ン
と
の
v
arian
tesを
正
し
得
る
と
共
に
､
プ
リ
ュ

-

マ
-
底
本
と
の

variantes

を
も
正
し
得
る
手
第
本
が
認
め
ら
れ
た
pJ
と
IJ
在
る
｡
吾
人
は
此
手
駕
本
の
内
容
が

一
E
:も
早
-
公
表
さ
れ
る
rJ
と
を

望
ん
で
や
ま
を

S
｡
今
後
漸
次
手
篭
本
が
馨
鬼
さ
る
ゝ
と
共
に
､
其
類
縁
性

.
依
存
性

｡
系
統
等
の
吟
味
が
愈
々

精
密

に
行
は
る
/
に
至
ら
ば
､
原
本
確
定
は
現
在
よ
-
定
に
進
歩
す
る
乙
と
は
疑
在
さ
と
rJ
ろ
で
あ
る
｡
後
家
系
統
を
同
う

ヽ
ヽ

す
る
数
冊
の
手
第
本
に
裁
て
v

a

rian
tes

を
封
比
し
て
､
新
し

S,よ
-
よ
き
讃
み
方
を
推
定
し
て
行
っ
た
も
の
が
､
系

統
を
異
に
す
る
手
嵩
本
を
尊
兄
す
る
rJ
と
は
ょ
つ
て
､
後
家
の
系
統
に
敏
け
て
居
た
も
の
を
尊
兄
し

て原
本
確
定
に
躍

進
的
進
歩
を
す
る
rJ
と
は
決
し
て
想
像
に
難
-
覆

い
｡
此
意
味
に
於
で
系
統
を
異
に
す
る
完
本
が
馨
見
さ
れ
た
時
は
勿

論

の
こ
と
t
in
teg
ritas
に
於
て
劣
っ
た
比
較
的
新
し

い
年
代
の
手
第
本
を
取
扱
ふ
場
倉
に
於
で
も
､
そ
れ
の
系
統
が
異

ト

ツ

コ
著
｢
聖

ト
ー

マ

ス

･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
批
判

へ
七
九
七
)

六
九



第
五
十
九
番

第
六
鍍

(
七
九
八
)

七

〇

る
場
谷
に
は
'
翠
に

in
teg
ritas
が
劣
ろ
年
代
が
新
し

.(,
と
云
ふ
だ
け
で
は
拾
て
ら
る
べ
き
で
は
な

5,｡
ま
ね
系
統
の

混
食
さ
れ
て
屠
る
も
の
を
注
意
す
べ
き
は
云
ふ
む
倹
た
覆
い
｡
聖
･1
-

マ

ス
の
絶
和
的
俸
記
に
就
で
は
翠
に
･1
ツ
n
の

手
鴬
本
間
に
於
で
系
統
を
吟
味
す
る
必
要
あ
る
と
典
に
､
-
ツ
コ
と
ギ
ー

ド

ニ
と
の
混
同
に
就
て
も
吟
味
を
L
を
け
れ

ば
を
ら
在

い
｡

ブ

リ

ェ

-

マ

I

は
以
上
種
々
の
瓢
に
於

て敏
-
る
所
は
夜
か
つ
ね
か
'
吾
人
は
彼
の
過
去
の
業
虜
を
認
め
､
彼
に
威

謝
す
る
瓢
に
於
て
人
後
に
9g
ち
覆

い
｡
然
し
完
金
性
を
期
す
る
人
間
の
学
問
的
性
格
よ
-
見
れ
ば
'
彼
は
ベ
ル

ス
タ
ー

も
云
ふ
如
-
蘇
-
に
甚
し
-

C
od
ex
B
u
rn
eian
u
s
に
勝
若
し
過
ぎ
た
嫌
は
在
か
っ
た
か
､
ま
た
系
統
の
研
究
に

も
少
し

-
留
意
が
敏
け
て
居
た
の
で
は
夜
か
ら
う
か
､
系
統
研
究
の
不
足
威
は
､
何
れ
後
日
明
夜
る
如
-
､
ト
ッ
n
'
ギ
ー
ド

一I
'
カ
ロ
の
相
互
依
存
問
題
に
封
す
る
彼
の
解
答
に
就
イL
も
威
ぜ
ら
れ
る
と
rJ
ろ
で
あ
る
｡

ま
た
プ
リ

ュ
-

マ
I

が

varian
tes
封
比
の
虜
め
に
用
ひ
た

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
C
o
d
ex
の
如
き
も
'
ベ
ル

ス
タ
ー
に

従

へ
ば
'
TJ
れ
は
サ
ン
･
マ
ル
コ
修
院
の
所
蔵
本
で
は
あ
つ
た
が
'
+'T
レ
ル

竜
で
書
か
れ
ね
も
の
で
'
古
文
書
の
テ
キ

ス
ト
を
中
気
で
歩
改
し
て
箪
寓
し
た
手
寓
本
の

11
に
屈
す
る
と
云
ふ
｡
rJ
の
詮
の
正
否
は
手
寓
本
臼
鰹
の
具
鰭
的
内
容

の
馨
表
を
ま
っ
て
始
め
て
確
定
し
得
る
所
で
あ
る
｡
然
し
此
瓢
に
於
で
も
ブ
リ
ユ
ー
マ
I

の
吟
味
は
充
分
で
あ
っ
た
か

多
少
の
疑
な
き
を
得
を

い
(証
)0

(
証
)
P

e
t
s
t

e
r
,
o
p
-
c
it
,
S
J
2
4
3
g
.


